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1緒 論

結核が他の念性鯨染病の如 く或地域に爆磯的に多

獲す る場合が屡々報告せ られて居 り、交一方では

結核の蛮生が遺博、艘質の如き被感染飼髄の内的

因1勾 榮養や生活環境の様な外的因子た著明に影

響を受けて居 ると考へざるを得ない様な場合 を吾

々は屡々経験するのである｡

即ち結核の獲病に劉して感染の時期、感染の頻

度侵入する結核菌の電や毒力等結核菌自膿の問題 ・

が重要な意義を有する事論 を挨たないが然 し一方

ては遺悠や纏質の様な内的因チ、生活環境の様な

外的影纏 又は個膿が獲得した後天的抵抗力と云 う

様な被感染個の状態 も決して輕親出來ないと考へ

られ る｡

然 らば實深に農村に於ける結核の蛮生が如何な

る要困の 下に起つて來るものか、或は叉結核菌 と

被感染偶髄の歌態と1囎しを吾々は重覗すべ きか、

此等の問題の一端 を覗はん として山形縣の某都市

｡に近い小一・農村に於て全村毘に饗 し結核の精1厨検

i査を實施 し該農けの結核死亡ノ伏況,結 核感染歌況

結核罹思歌況等を詳細に槍べ更に之等の分布歌況

を明らかにせんと試みたゆ

2検 査 方 法並び に受 診 成綾

全村民に封 しツベルクリニ皮内反慮及びX線 検

i査を實施 した｡久 採血可能な りし全員に封し赤沈

速度測定 を行つた◎

「ツ」皮内反慰は傳研製蕎 ツ〈凱 クリンの1000

倍生理的食盤水溶液 をO・Xcc皮 内注射し24時 開

後の畿赤11耗 以上 を陽性とし6～ ユ0耗迄 を疑

陽性 とした｡赤 沈速変はXVestergren氏 法に依 の

室温で一時關纏を測定 し溜度に依る補正は岡部の

ダイヤグラムを使用したウ

・X綜検査は=全員にi封し透親 を行ひ更に最近15

・年開に於ける結核死亡者家族、結核患者の家族、

蹄に大なる石友化竈 を有す る春の家族、叉年齢5

歳以下の小兄で 「ッ」皮内反癒陽性者ある場合に

は其家族全員に封 し文赤沈値30耗 以上を示す者

に劉 してX線 爲眞撮影を行ひ結核患者に封 しては

更に喀疫槍禿 を實施 した｡(顯微鏡検査及一部培養)

受診寧は本村在籍者1052名 中95.4%で 、検査

期聞中、居住 して居なかつた者を除 く殆ん ど全員

受診に参加したo

3検 査成綾及び総括結論

1)死 亡率 埋葬届を基礎とし、死亡者ある場

合には家族や周園の者、役場、駐在所等で死亡當

時の歌況を聴取して成る可 く正確 を期 したが本村 ・

に於ける最近15ケ 年開の結核性疾患 に依る死亡

撒の年次的推移を観るに、平均一年間死亡率は人

ロー萬に劉 して約18名 の割合 となつて居 り、大

正14年 より昭和5年 頃迄死亡率幾分高 く以後漸

減の傾向を示して居る｡

2♪ 感染i率 本村に於ける結核感染 率を見ると

「ッ」反慮全陽牲率は36.6%で 此 を年齢別に見

ると墨齢期 を越すと急激な陽M三率の上昇を認め、

30歳 以後に於ては陽性率70%～85%に 止まり、

著明な上昇を示さす、50歳 以後に於ては 漸 減の

傾向力協 る｡又20歳 以後に於ては海 男lll之陽性

率の差違が現はれ男子の陽性率は女子の夫れに比

し高い｡此 は少年期以後に於で殊に男子に於て外

界 との接鰯の機會多く殊に本村は都市近郊村であ

る爲に都市 と交渉 を持つ機會が 多くなる爲と考へ

られ 又老年期に陽性牽の減少するの は老 年期に

「ッ」皮嚇ア レルギーの減弱する者が」曾加する事

が考へられるが一つには同村に於ける年次酌結核

死 亡率の攣遷、換書すれば結核蔓延の年次的推移
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も亦 砂 」.皮内反磨暖怪拳曲線に影響を與へて居

る と考へ られる｡又 「ツ」皮内反 懸6～10粍 を

丁疑陽性」とし疑陽性者の年齢別分布を槍べ ると

學齢期に於て、即ち 「ツ」皮内反懸陽性曲線が念

に上昇する初期に於て特に高V・山を形成する｡街

振冨城縣、岩手縣の純農村に於て熊谷内科が調査

した 「ツ」皮内反鷹陽性率と本村の夫れと比較ず

ると本村が最 も陽性率が高い｡

3)年 齢別に見たる赤沈債に就て 年齢別に見

た赤沈値の標準に就ては先に熊谷内科 に於 て秋

月 、星、熊谷等の報告がある｡本 村に於ける年齢

5歳 以上の全員及び簡輩に探血可能であつた5歳

以下の幼見に就て赤沈値を測定して性別年齢に赤
ゆ

沈値を幽線に表はして見ると男女共に小見期に於

ては赤沈値の促進者多 く赤沈値10粍 以上を示す

ものが多数であるが、男子では學齢期以後青年期

花 なると大多敬に於て 加 粍以下 となるが老年期

・に至 り再び赤沈値促進者が増加する｡

女子では一般に著明に男子に比して赤沈硫促進

者が多く、學齢期以後青年期又は成年期に及んで

も促進者多 く老年期に至 り更に赤沈値促進者が増

加する｡樹 ぼ本村の瞼査成績では活動性結核憲者

な大髄に於て赤沈直20粍 以上を示 したQ

4)罹 患奪 本村に於て獲見 した結核患者の数
'及び病型を見ると初感染症17名

、滲出性肋膜炎

2名 、浸潤性早期型3名 、血行性早期型2名 、肺

尖結核2名 、晩期型結核4名 、脊惟カリエス2名

で之等の中.開放性結核3名 であつた◎

之等病型を年齢別に見 ると初感染症患者は大多

之れは然 し本村に於ては重症で而 も喀疾中に多

激の結該菌 を排萬する様な患者が比較的少ない爲

に起つた現象であるか或は感染が比較的既往に於

て蔓延して居 り所謂経疫性抵抗力の獲得者が多い

爲に起つたものであるか必すしも明瞭でないが然

し本村に於ける成績 より見れば結核獲生に封して

結核菌に曝露せられて居ると云 う事が必すしも大

なる意義 を有するものではない檬に考へ られる◇

印ち結核の獲病には結核菌の侵入と云 う事が必須

の條件ではあるが、之れ よIJ)も更に被感染個膿の

内的因子或は外的因子即ち個膿の抵抗力の如何、

生活歌況其他が結核の獲生に封 して大なる影響を

有するものの様に考へ られる｡

6)結 核死亡者、活動性結核患者、「ツ」皮内反鷹

陽性老の分布歌況 本村に於ける最近15ヶ 年の

結核死亡者、活動性結核患者.「ッ」皮内反慮陽性

者の分布状況を観 ると比較的均等に分布せられて

居るのであつて同一家族或は同一地域にのみ著明

に集まると云 う現象は蝕 り著明ではなかつた｡

印ち少 くとも本村の様な都市近郊村では結核の

畿生が結核患者を中心 として周園に波及して行 く

ものでは無い様に思はれる｡之 れは結核虞女地に

於ける結核の叢生 と本村の様な結核感染が比較的

蔓延して居る農村に於ける結核獲生とでは其の様

梱 を異にするものであろうが、本村に於ける様な

場合は結核菌よ抄も寧ろ被感染個艦の抵抗力或は

生活環境等が結核の獲生に封 してより多く關聯 を

有するものであろうと考へ られるの である｡

之れはBCG接 種普及後の結核獲生 を考慮する

歎20歳 以下傭 で肋膜侭 浸灘 早期型、血k・ 上に駄 なる示唆裸 へるもの拷 へ る・

性早期型は青年期に比較的多く晩期型肺結核は肚(文 献省略)・

老年期に比較的多かつた◎

5)結 核負因者の結楼罹病奪並に 「ツ」皮内反

慮陽性率 最近.15ヶ 年閥に死亡 した結核患者の,

家族及び活動性結核患者の家族並に停止性結核患.

者、大なる石友化竈 を有腎 る患者家族の 「ツ」皮

内反懸陽性率 を槍べると結核負因を有する家族に

結核患者が多獲すると云 う現象は絵 り著明には認.

められす、「ツ」皮内反鷹陽性率 も亦本村 に於け

る全陽性率と比較 して鯨 ウ大なる差違は認められ

なかつた｡
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